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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年11月10日(2011.11.10)

【公開番号】特開2010-235739(P2010-235739A)
【公開日】平成22年10月21日(2010.10.21)
【年通号数】公開・登録公報2010-042
【出願番号】特願2009-84508(P2009-84508)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/029    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/031    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/02    　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｇ０３Ｆ   7/029   　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/031   　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｇ０２Ｂ   5/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月21日(2011.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カーボンブラック（ａ）、光重合開始剤（ｂ）、エチレン性不飽和化合物（ｃ）、分散
樹脂（ｄ）、及び下記三つの条件式を満たす遮蔽用有機顔料（ｅ）を含むことを特徴とす
る感光性黒色組成物。
Ｄ500／Ｄ365≧１
Ｄ550／Ｄ365≧１
Ｄ600／Ｄ365≧１
（Ｄ500は、遮蔽用有機顔料（ｅ）と４００～７００ｎｍにおける透過率が９５％以上の
透明樹脂との重量比が６０／４０の有機溶剤分散液を、乾燥後膜厚が１．７μｍになるよ
うに塗工・乾燥した塗膜の波長５００ｎｍにおける光学濃度であり、
Ｄ550は、遮蔽用有機顔料（ｅ）と４００～７００ｎｍにおける透過率が９５％以上の透
明樹脂との重量比が６０／４０の有機溶剤分散液を、乾燥後膜厚が１．７μｍになるよう
に塗工・乾燥した塗膜の波長５５０ｎｍにおける光学濃度であり、
Ｄ600は、遮蔽用有機顔料（ｅ）と４００～７００ｎｍにおける透過率が９５％以上の透
明樹脂との重量比が６０／４０の有機溶剤分散液を、乾燥後膜厚が１．７μｍになるよう
に塗工・乾燥した塗膜の波長６００ｎｍにおける光学濃度であり、
Ｄ365は、遮蔽用有機顔料（ｅ）と４００～７００ｎｍにおける透過率が９５％以上の透
明樹脂との重量比が６０／４０の有機溶剤分散液を、乾燥後膜厚が１．７μｍになるよう
に塗工・乾燥した塗膜の波長３６５ｎｍにおける光学濃度である。）
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【請求項２】
　カーボンブラック（ａ）が、平均一次粒子径１５～４０ｎｍ、比表面積７０～１８０ｍ
2 ／ ｇ、および吸油量１００ｃｍ3 ／１００ｇ以下のカーボンブラックであることを特
徴とする請求項１記載の感光性黒色組成物。
【請求項３】
　光重合開始剤（ｂ）が、アセトフェノン系光重合開始剤、オキシム系光重合開始剤、イ
ミダゾール系光重合開始剤、及びボレート系光重合開始剤からなる群から選ばれる少なく
とも一種の光重合開始剤であることを特徴とする請求項１または２記載の感光性黒色組成
物。
【請求項４】
　遮蔽用有機顔料（ｅ）が、紫色顔料（ｅ－１）であることを特徴とする請求項１～３い
ずれか記載の感光性黒色組成物。
【請求項５】
　紫色顔料（ｅ－１）が、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３であることを特徴とする
請求項４記載の感光性黒色組成物。
【請求項６】
　カーボンブラック（ａ）と遮蔽用有機顔料（ｅ）との重量比が、９０／１０～５０／５
０であることを特徴とする請求項１～５いずれか記載の感光性黒色組成物。
【請求項７】
　透明基板上に、請求項１～６いずれか記載の感光性黒色組成物を用いて形成されたブラ
ックマトリックスを備えることを特徴とするカラーフィルタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４３】
【表１】
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